
 
情
報
活
用
能
力
が
拓
く
新
時
代 

現
職
研
修
委
員
会
学
習
情
報
部
長 

名
倉 

嘉
章  

新
し
い
元
号
、
令
和
の
時
代
が
始
ま
り
ま
し
た
。
令

和
に
は
、
「
人
々
が
美
し
く
心
を
寄
せ
合
う
中
で
文
化
が

生
ま
れ
育
つ
」
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

各
学
校
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
「
子
供
た
ち
が
、
主
体
的

な
活
動
を
通
し
て
仲
間
と
対
話
し
、
互
い
の
心
を
寄
せ

合
う
」
と
い
う
、
新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
活

動
が
、
着
実
に
営
ま
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

さ
て
、
新
学
習
指
導
要
領
の
完
全
実
施
が
、
小
学
校

で
は
来
年
度
、
中
学
校
で
は
再
来
年
度
と
迫
っ
て
き
ま

し
た
。
こ
の
新
し
い
学
習
指
導
要
領
で
は
、
情
報
モ
ラ

ル
を
含
め
た
情
報
活
用
能
力
を
、
言
語
能
力
や
問
題
発

見
・
解
決
能
力
と
共
に
、
全
て
の
学
習
の
基
盤
と
な
る

資
質
・
能
力
と
し
て
位
置
付
け
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

小
学
校
で
は
、
情
報
活
用
能
力
の
一
つ
と
し
て
、
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
的
思
考
の
育
成
が
、
必
須
の
課
題
と
し
て

掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
子
供
た
ち
の
情
報
活
用

能
力
育
成
と
い
う
大
き
な
課
題
に
向
け
、
教
師
が
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
て
学
習
活
動
の
充
実
を
図
る
必
要
が
あ
る

と
い
う
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

本
年
度
、
小
学
校
に
「
岡
崎
市
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
学

習
モ
デ
ル
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
が
配
付
さ
れ
、
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
学
習
が
本
格
的
に
始
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
中

これ知ってる！？ 
ディープラーニング 

 人間の脳神経回路を模したネッ

トワークを組み立てることで、コ

ンピューター自らが、多くのデー

タの特徴を捉え、より正確で能率

的な判断をする技術。この技術を

用いた「アルファ碁」は、人間の

プロ棋士に勝利した。このディー

プラーニングの技術は、様々な分

野での活用が期待されている。 

 
＝
視
聴
覚
教
育
あ
れ
こ
れ
＝ 

 

令
和
元
年
度 

学
習
情
報
部
方
針 

研
究
主
題 

情
報
活
用
能
力
を
生
か
し
て
、
超
ス
マ
ー
ト
社
会
を 

能
動
的
な
学
び
手
と
し
て
生
き
る
子
供
の
育
成 

研
究
の
重
点 

①
【
各
教
科
・
領
域
の
授
業
で
横
断
的
に
進
め
る 

情
報
活
用
能
力
の
育
成
】 

超
ス
マ
ー
ト
社
会
を
能
動
的
な
学
び
手
と
し
て
生
き
る

た
め
に
必
要
な
、
子
供
の
情
報
活
用
能
力
育
成
の
研
究 

②
【
各
教
科
・
領
域
の
授
業
に
お
け
る 

効
果
的
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
】 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
効
果
的
な
活
用
を
通
し
た
、 

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
の
実
現
に
向
け
た
研
究 

③
【
教
師
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
指
導
力
の
向
上
と
、 

効
率
的
な
校
務
の
実
現
】 

教
育
情
報
化
に
対
応
す
る
教
師
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
指
導
力 

の
向
上
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ
る
効
率
的
な
校
務
の
実
現 

各
主
任
部
会
の
活
動 

〔
広
報
部
会
〕 

・
各
種
調
査
の
実
施
と
調
査
結
果
や
分
析
の
広
報 

・
学
習
情
報
部
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
配
信 

・
月
報
「
視
聴
覚
教
育
」
な
ど
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
発

行
物
の
編
集
協
力 

 

〔
授
業
研
究
部
会
〕 

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
授
業
実
践
の
研
究 

・
岡
崎
市
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
学
習
モ
デ
ル
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム 

の
実
践
と
報
告 

・
授
業
に
お
け
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
効
果
的
な
活
用
法 

の
研
究 

・
情
報
モ
ラ
ル
指
導
や
各
種
機
器
・
コ
ン
テ
ン
ツ
を
活
用

し
た
実
践
と
報
告 

 

〔
研
修
部
会
〕 

・
教
師
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
指
導
力
向
上
に
向
け
た
研
修
の
計

画
・
実
施 

・
教
育
の
情
報
化
に
関
す
る
先
進
校
の
取
組
の
研
究 

 

学
校
で
は
、
こ
の
夏
に
新
た
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
（i

P
a
d

）

の
導
入
、
教
室
内
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備
が
行
わ
れ
ま
す
。

子
供
た
ち
の
情
報
活
用
能
力
を
育
成
す
る
た
め
の
環
境

は
、
小
・
中
学
校
と
も
ま
す
ま
す
充
実
し
て
き
ま
し
た
。 

新
し
い
時
代
を
生
き
る
子
供
た
ち
の
た
め
に
、
私
た

ち
教
師
は
、
こ
う
し
て
整
備
さ
れ
た
環
境
を
活
用
し
な

い
手
は
あ
り
ま
せ
ん
。
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
学
習
で
は
、

教
科
の
ね
ら
い
を
達
成
し
な
が
ら
、
論
理
的
思
考
力
を

働
か
せ
て
課
題
解
決
す
る
力
を
養
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
一
層
の
活
用
に
よ
り
、

子
供
た
ち
の
思
考
を
可
視
化
し
、
対
話
的
な
学
び
を
通

し
て
深
い
学
び
へ
と
導
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
令
和
が

始
ま
る
ま
さ
に
今
こ
そ
が
、
新
し
い
時
代
に
向
け
て
新

し
い
授
業
作
り
を
進
め
る
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
な
の
で
す
。 

こ
れ
か
ら
は
、
人
類
が
Ａ
Ｉ
と
共
に
生
き
る
新
し
い

社
会
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
未
来
を

生
き
る
子
供
た
ち
に
、
情
報
活
用
能
力
を
駆
使
し
な
が

ら
、
人
間
だ
か
ら
こ
そ
生
み
出
せ
る
豊
か
な
想
像
力
で
、

新
し
い
価
値
を
創
造
し
て
い
く
よ
う
な
力
を
育
む
こ
と

が
、
私
た
ち
教
師
の
責
務
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。 

人
々
が
美
し
く
心
を
寄
せ
合
う
新
時
代
、
令
和
。
岡

崎
の
先
生
方
の
本
年
度
の
取
組
に
よ
り
、
子
供
た
ち
が

Ｉ
Ｃ
Ｔ
と
い
う
手
段
を
基
に
、
学
校
で
共
に
学
ぶ
仲
間

た
ち
と
心
を
寄
せ
合
い
な
が
ら
、
深
い
学
び
を
達
成
で

き
る
こ
と
が
，
大
き
く
期
待
さ
れ
ま
す
。 
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＝
令
和
元
年
度 

学
習
情
報
部
組
織
＝ 

 

部
長 名

倉 
嘉
章
（
新
香
山
中
） 

本
間 

茂
夫
（
男
川
小
） 

小
田 

哲
也
（
羽
根
小
） 

森 
 

竜
師
（
竜
谷
小
） 

 教
育
委
員
会
担
当 

村
田 

貴
志
（
総
務
課
学
校
情
報
係
専
門
主
事
） 

 

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー 

内
田 

雅
之
（
所
長
補
佐
） 

 指
導
員 

近
藤 

雄
一
（
六
南
小
） 

河
合 

泰
宏
（
山
中
小
） 

 

世
話
係 

杉
山 

康
子
（
六
北
小
） 

鈴
木 

広
樹
（
額
田
中
） 

各
部
世
話
係 

〔
広
報
部
会
〕 

鈴
木 

広
樹
（
額
田
中
） 

太
田 

尚
志
（
北 

中
） 

 

石
谷 

遼
一
（
生
平
小
） 

渡
邉 

智
文
（
大
樹
寺
小
） 

〔
授
業
研
究
部
〕 

杉
山 

康
子
（
六
北
小
） 

高
瀬 

玲
子
（
愛
宕
小
） 

鈴
木
奈
穂
子
（
新
香
山
中
）
中
山
美
奈
子
（
竜
南
中
） 

藤
渕 

俊
旭
（
矢
北
小
） 

鈴
木 

俊
宏
（
北
野
小
） 

〔
研
修
推
進
部
〕 

成
瀬 

正
和
（
緑
丘
小
） 

水
野 

利
明
（
矢
作
中
） 

鈴
木 

一
史
（
竜
海
中
） 

服
部 

将
也
（
梅
園
小
） 

 

《
研
究
会
》 

・
三
教
研
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
研
究
会 

（
八
月
二
日
・
岡
崎
市
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
） 

・
県
放
送
教
育
特
別
研
究
会 

（
八
月
二
十
三
日
・
ウ
イ
ン
ク
あ
い
ち
） 

・
県
学
校
視
聴
覚
教
育
研
究
大
会 

（
十
月
三
十
日
・
豊
橋
市
立
二
川
南
小
） 

《
研
修
会
》 

・
授
業
力
・
教
師
力
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー 

（
基
礎
編
） 

 
 

 
 

（
七
月
三
十
日
） 

・
学
習
情
報
部
自
主
研
修
会
「
Ｔ
Ａ
Ｖ
」 

（
六
月
、
八
月
、
二
学
期
の
三
回
） 

《
研
究
論
文
》 

・
ち
ゅ
う
で
ん
教
育
振
興
助
成
、
ち
ゅ
う
で
ん
教
育
大
賞 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
六
月
十
三
日
締
切
） 

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
夢
コ
ン
テ
ス
ト<

日
本
教
育
情
報
化
振
興
会
主
催> 

（
応
募
期
間 

六
月
一
日
～
九
月
二
十
日
） 

・
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
教
育
財
団
実
践
研
究
助
成
（
例
年
一
月
下
旬
締
切
） 

※
県
や
市
の
教
育
論
文
を
は
じ
め
多
く
の
機
会
が
あ
り
ま

す
。
日
頃
の
実
践
成
果
を
ま
と
め
て
み
ま
し
ょ
う
。 

《
コ
ン
ク
ー
ル
》 

・
ふ
る
さ
と
岡
崎
メ
デ
ィ
ア
コ
ン
ク
ー
ル 

・
キ
ュ
ー
ブ
活
用
コ
ン
テ
ス
ト 

・
「
コ
ラ
ボ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
Ｃ
ｉ
ｔ
ｙ
作
品
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト
」 

・
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
「
プ
リ
ン
ト
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ひ
ろ
ば
」

な
ど 

《
児
童
・
生
徒
の
コ
ン
ク
ー
ル
》 

・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全
国
中
学
校
放
送
コ
ン
テ
ス
ト
愛
知
県
大
会 

・
ア
ジ
ア
国
際
子
ど
も
映
画
祭 

・
日
本
こ
ど
も
映
画
コ
ン
ク
ー
ル 

・
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
Ｋ
Ｗ
Ｎ
日
本
コ
ン
テ
ス
ト 

な
ど 

 

 
所
長 

 
 

 

中
村 

耕 

所
長
補
佐 

 

内
田 

雅
之 

職
員 

 
 

 

鳥
居 

貴
浩 

 
 

 

岩
尾 

誠 
 

 

西
村 

知
江 

 
 

 
 

鶴
田 

真
紀 

 

新
元
号
の
下
で
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
職
員
一
同

引
き
続
き
皆
様
の
お
役
に
た
て
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。 

初
回
は
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
か
ら
の
学
校
教
育

関
係
者
を
対
象
と
し
た
支
援
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。 

●
教
材
の
貸
出
し 

 

貸
出
用
教
材
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ
か
ら
16
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
ま

で
四
千
本
以
上
保
有
し
て
い
ま
す
。
授
業
の
他
、
各

種
行
事
や
昼
の
校
内
放
送
用
と
し
て
御
利
用
く
だ
さ

い
。
検
索
・
予
約
は
各
校
へ
配
付
さ
れ
る
教
材
目
録

の
「
利
用
者
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
御
参
照
く
だ
さ
い
。 

●
映
像
の
編
集
・
制
作
に
関
す
る
支
援 

 

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
は
、
学
校
で
の
映
像
制
作

や
編
集
に
関
し
様
々
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
撮

影
用
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
の
貸
出
、
編
集
技
術
の
指
導
、

デ
ュ
プ
リ
ケ
ー
タ
ー
を
用
い
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
Ｃ
Ｄ
の
複

製
（
著
作
権
上
問
題
の
な
い
も
の
）
な
ど
で
す
。 

●
情
報
モ
ラ
ル
出
前
講
座 

 

児
童
・
生
徒
や
保
護
者
を
対
象
に
、
情
報
モ
ラ
ル

に
関
す
る
講
習
会
を
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。
ネ
ッ
ト

社
会
の
危
険
な
面
を
紹
介
し
た
り
、
ト
ラ
ブ
ル
回
避

の
具
体
的
な
方
法
に
つ
い
て
説
明
し
た
り
し
ま
す
。

申
込
用
紙
は
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
ま
ず
お

電
話
く
だ
さ
い
。
（
２
３
―
６
７
８
９
） 

 

各種大会 
・研究会の案内 


